
 

第２回 安城市文化振興計画策定審議会 

  

日 時 令和７年９月１９日（金）   

  午前１０時３０分から正午まで 

場 所 歴史博物館 講座室   

 

１ 市民憲章唱和 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 協議事項  

 

（１）文化芸術を取り巻く社会潮流について【再協議】 

 

 （２）アクションプログラムに対する事業進捗について 

 

（３）市民ニーズ等の調査結果について 

 

 （４）課題と施策について 

 

（５）その他 

 

４ その他



 

 

 安 城 市 民 憲 章          

わたくしたちは安城市民です。 

わたくしたちの愛する安城を、いっそう魅力にみちた 

生きがいのあるまちにするため、市民生活の心がまえとして、 

この憲章を定めます。 

わたくしたちは、 

＊たがいに助け合い、住みよいまちをつくりまし

ょう。 

＊きまりを守り、良い習慣を育てましょう。 

＊自然を愛し、きれいな水とみどりのまちをつく

りましょう。 

＊教養を高め、若い力を育てましょう。 

＊健康で、明るく楽しい家庭をつくりましょう。 

－昭和４７年１１月１日制定－ 

●安城市民憲章推進協議会● 

 



安城市文化振興計画策定審議会委員名簿 

 

任期 令和７年５月１日から令和８年３月３１日まで 

 選任理由 委 員 備 考 

１ 学識経験者 
森
もり

 泰通
やすみち

 豊田市美術・博物部文化財課足助分室

室長代理 

考古学・博物館学 
学識経験者 

２ 学識経験者 品川
しながわ

 佳代
か よ

 西尾市文化会館 副館長・芸術監督 
芸術振興 
学識経験者 

３ 地元有識者 川
かわ

﨑
さき

 みどり 安城市文化財保護委員 地元有識者 

４ 地元有識者 髙山
たかやま

 忠士
た だ し

 安城市博物館協議会委員 地元有識者 

５ 地元有識者 丸山
まるやま

 今朝三
け さ み つ

 安城市民ギャラリー運営委員会委員  地元有識者 

６ 市民団体代表 野口
の ぐ ち

 良
よし

恵
え

 安城ふるさとガイドボランティア 市民団体代表 

７ 市民団体代表 花井
は な い

 玲子
れ い こ

 安城音楽協会 理事長 市民団体代表 

８ 市民団体代表 小山
こ や ま

 要子
よ う こ

 安城文化協会 相談役 市民団体代表 

９ 公募委員 鈴木
す ず き

 駿
しゅん

弥
や

 桜井町下谷棒の手保存会代表 市民公募 

10 公募委員 藍原
あいはら

 和
なごみ

 静岡文化芸術大学学生 市民公募 

 

事務局 

氏 名 所  属 

石川
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 良一
よしかず
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 浩
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明
あき
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 一秀
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か

 安城市教育委員会生涯学習部文化振興課 課長補佐兼芸術文化係長 

野上
の が み

 真由美
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 安城市教育委員会生涯学習部文化振興課 学芸係長 

西島
にしじま
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よう

介
すけ

 安城市教育委員会生涯学習部文化振興課 文化財係長 
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 麻里
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  安城市教育委員会生涯学習部文化振興課 文化財係主事 
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（１）文化芸術を取り巻く社会潮流

1

○地域の歴史や伝統文化を通じて多様な人々が交流するこ

とや「共通の関心事を持つ人々」によるコミュニティづくりへ

の着目（コミュニティの絆）

○伝統文化をはじめとした文化芸術の担い手の減少に対応

した、参加者の増加、担い手確保、学校教育の場における文

化芸術教育の機会確保（多世代参画・持続可能性）

○少子、超高齢社会における、子育て世代や、高齢者の心身

ともに健康な長寿生活をおくるための、文化芸術面におけ

る支援、豊かな生活環境づくり（ウェルビーイング）

○文化芸術施設や文化財の防災性確保（大規模自然災害発

生のリスク）

○外国人や障害のある方など、多様な人々が文化芸術に触

れることができる社会づくり（多文化共生・社会包摂）

○先進技術導入による超スマート社会の到来を見据えた、文

化芸術における効果的・効率的なデジタル技術の活用（AI等

の有効的な活用）

○地域の人々を主体とし、地域の資源を活かした文化芸術

における取組の支援（地域活性化）

○地域の歴史や伝統文化を通じた新旧市民の交流促進、新

住民や若い世代にとっての、地縁とは異なる新たなコミュ

ニティとなる「共通の関心事を持つ人々の集まり」への着目

（人口問題・コミュニティの絆）

○伝統文化の担い手の減少に対応した、参加者の増加、担

い手確保、学校教育の場における文化芸術教育の機会確保

（少子高齢化）

○少子、超高齢社会における、子育て世代や、高齢者の心身

ともに健康な長寿生活をおくるための、文化芸術面におけ

る支援、豊かな生活環境づくり（少子高齢化・福祉医療）

○文化芸術施設や文化財の防災性確保（安心・安全）

○外国人や障害者など、多様な人々が共生できる社会づく

り（多文化共生・社会包摂）

○最新のコンピュータ技術と、リアルな「生身の人間が接す

る文化」のよさの共存（ICTと人間）

○地域の資源を活かし、地域の人々の手によるコミュニティ

の活性化（地域創生）

見直し前 見直し後（事務局案）

◆社会的動向への対応課題（冊子Ｐ.26）
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（２）アクションプログラムに対する
事業進捗について

3

（２）アクションプログラムに対する事業進捗

4

■文化芸術活動が活性化するための人づくり（ヒューマン施策）
⑴ 会の運営能⼒（アートマネジメント）を向上させます
⑵ 他分野・他団体と交流を進めます
⑶ 発表場所・活動場所などを拡大します
⑷ アウトリーチ（出張活動など）を推進します

■誰でも文化・芸術活動に参加し、継続していけるための仕組みづくり（ソフト施策）
⑴ 会の運営能⼒（アートマネジメント）の向上させる仕組みをつくります
⑵ 情報発信・受信のあり方を整備します
⑷ 発表機会（イベント）や活動場所が確保できるように誘導します
⑺ 学校と地域の協働による活動機会を確保します
⑻ 他分野・他団体との交流・協⼒を進めます
⑼ 文化芸術に触れる機会を増加・拡大を検討します
⑿ 感染症と共存した文化芸術のあり方を示します

■文化・芸術活動を⻑期的に⽀える環境づくり（ハード施策）
⑴ 発表場所・活動場所を確保します
⑻ 文化芸術活動における感染症対策を⾏います

短期～概ね５年以内に行うべき目標～

4



（２）アクションプログラムに対する事業進捗

5

ヒューマン施策
文化芸術活動が活性化するための人づくり 評価

(1)会の運営能力（アートマネジメント）を向上させます A

(2)他分野・他団体と交流を進めます B

(3)発表場所・活動場所などを拡大します B

(4)アウトリーチ（出張活動など）を推進します B

※Ａ：計画を上回る進捗である
Ｂ：概ね計画どおりの進捗である
Ｃ：計画よりも遅れた進捗である

（２）アクションプログラムに対する事業進捗

6

ソフト施策
誰でも文化・芸術活動に参加し、継続していけるための
仕組みづくり

評価

(1)会の運営能力（アートマネジメント）を向上させる仕
組みをつくります B

(2)情報発信・受信のあり方を整備します B

(4)発表機会（イベント）や活動場所が確保できるように
誘導します B

(7)学校と地域の協働による活動機会を確保します B

(8)他分野・他団体との交流・協力を進めます B

(9)文化芸術に触れる機会を増加・拡大を検討します B

(12)感染症と共存した文化芸術のあり方を示します B

※Ａ：計画を上回る進捗である
Ｂ：概ね計画どおりの進捗である
Ｃ：計画よりも遅れた進捗である
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（２）アクションプログラムに対する事業進捗

7

ハード施策
文化・芸術活動を⻑期的に⽀える環境づくり 評価

(1)発表場所・活動場所を確保します B

(8)文化芸術活動における感染症対策を行います B

※Ａ：計画を上回る進捗である
Ｂ：概ね計画どおりの進捗である
Ｃ：計画よりも遅れた進捗である

（３）市民ニーズ等の調査結果について

8
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（３）市民ニーズ等の調査結果について

①市民向けeモニターアンケート

9

≪令和２年調査≫

実施期間 １月１７日～２４日

回答数 1,118人

≪令和７年調査≫

実施期間 8月１日～８日

回答数 904人

• 歴史を知る、文化芸術に親しむことの重要性を多くの
市民が認識している（９０％）

• 団体活動に参加したことのない人は76%を占める（個
人で活動したい20％含む）

理由① 参加してみたいが時間的な余裕がない（30%）

理由② 自分の興味ある分野の団体を知らない（15％）

• 歴史を知る、文化芸術に親しむことの重要性を多くの
市民が認識している（９４％）

• 団体活動に参加したことのない人は７６%を占める（個
人で活動したい１９％含む）

理由① 参加してみたいが時間的な余裕がない（39%）

理由② 自分の興味ある分野の団体を知らない（22％）

◆ 文化芸術活動への参加状況や参加意識

結果は同じ傾向

（３）市民ニーズ等の調査結果について

①市民向けeモニターアンケート

10

≪令和２年調査≫

実施期間 １月１７日～２４日

回答数 1,118人

≪令和７年調査≫

実施期間 8月１日～８日

回答数 904人

• デンパークとアンフォーレの人気が高く（50％超）、歴
史博物館・文化センター・丈山苑（22～２４％）、市民
ギャラリー・市民会館は低迷している。

• 施設に関して、講座やイベントの内容（３８％）よりも、立
地や公共交通の利便性（56％）、駐車場（６１％）等「行
きやすさ」に重きが置かれている。

◆ 市内の歴史・文化芸術施設の評価

• デンパークとアンフォーレの人気が依然高い（50％超）
歴史博物館・丈山苑・市民ギャラリー・市民会館・文化セ
ンターなど、他施設の人気も徐々に上がっている（１～
６％増）。

• 施設に関して、立地、公共交通の利便性（６４％）、駐車
場（61％）等「行きやすさ」に依然として重きが置かれて
いるが、講座やイベントの内容（４４％）への価値も高
まっている。また、鑑賞、受講、入場する時の料金も重
要視されている（３％増）。

結果は同じ傾向

7



（３）市民ニーズ等の調査結果について

②市民団体、事業者等書面ヒアリング

11

◆ 安城市の文化芸術施策について
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支援の充実度

• 市民会館、文化会館、アンフォーレや公民
館など、利用しやすい工夫あり

• 各公民館での活動は、心豊かに人は元気
を貰う場所

• 音出しができる練習やリハーサル会場が
少ない

• 施設が分散しているのがネック

• 大きな施設はあるがもう少し中規模、小
規模な施設があって利用し易い（申し込
み等）ことを望む

• アートマネジメント講座で次世代の
育成をしようとする試みがよい

• 全国大会激励金制度を活用させて
いただいている

• お金の面だけでなく色々なアドバイ
ス等頂けるとありがたい

（３）市民ニーズ等の調査結果について

②市民団体、事業者等書面ヒアリング

12

◆ 安城市の文化芸術施策について

• 各施設において、高齢者が楽しめる催し
が企画されている

• 公民館や市民ギャラリーの講座は受講
料の負担が少なくいい機会

• 高齢者を型にはめがちで、古い内容で継
続している印象がある

• 各地域に福祉センターができ、学びの機
会が多い

• 市民会館の公演会は市指導のもと、
手話・要約筆記対応が行われ、障がい
のある方も健常者も一緒に楽しめる
イベントがある

• バリアフリーなどの施設の充実を望む
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文化振興施策
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高齢者に対する文化振興施策
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（３）市民ニーズ等の調査結果について

②市民団体、事業者等書面ヒアリング

13

◆ 安城市の文化芸術施策について

• 各施設において、子供向けの催しが企画されており、評価できる

• 行政から子どもへ活動していることへの評価をしてもらえるとモチベーションアップに
繋がると思う

• 市民ギャラリーで子ども向けにやっている絵画や陶芸講座は、指導を受けたり制作体験
をするいい機会になっている

• 部活動の地域展開の仕組みが整っていない。吹奏楽やオーケストラは、楽器と音を出せ
る場所が不可欠である
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子どもに対する文化振興施策

（３）市民ニーズ等の調査結果について

②市民団体、事業者等書面ヒアリング

14

• 次世代への興味の持たせ方、導き方に課題あり。（小中学校での経験の有無が差を生む）

• 生徒の授業後の過ごし方、興味関心の多様化から、全員そろって活動することが難しく
なっている。

◆ 子ども・次世代への継承

• 一人ひとりの目的意識を明瞭にしながらモチベーションを上げる何かしらの工夫が必要。

• 発表の機会があっても参加できる人の確保が難しくなっている。

• 安城市のプロの方との交流を続けながら、生涯学習として楽しむ、見て楽しむ市民が増
えるよう、行政がいかに関わっていただけるか期待している。

◆ 活動機会と交流

自由記述概要

次世代への継承

活動
活動

活動
活動 活動

活動
活動

≪ヒアリングから見えてきた課題イメージ図≫
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（３）市民ニーズ等の調査結果について

③市内公共施設で活動する自主団体アンケート

回答数 公民館：２３０ 文化協会：７０ 老人クラブ：４４ 実施期間：８月

15

◆自主団体の計画策定後５年間の活動傾向
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（３）市民ニーズ等の調査結果について

③市内公共施設で活動する自主団体アンケート
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◆自主団体の課題上位３つ
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（３）市民ニーズ等の調査結果について

④子どもへのアンケート（121件、平均9.5歳）
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１年間で参加した文化芸術鑑賞

（３）市民ニーズ等の調査結果について

④子どもへのアンケート（121件、平均9.5歳）
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（３）市民ニーズ等の調査結果について

④子どもへのアンケート（121件、平均9.5歳）
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家から近い 参加費が安い 友達がいる 興味がある 特になし わからない その他

文化芸術活動に参加するには何が大切か

◆成果指標（冊子Ｐ.４８）

文化芸術グループの他団体との交流回数
基準値 中間目標 最終年

2024年度
令和6年2019年度

令和元年度
2025年度
令和７年度

2030年度
令和１２年度

0回 20回 20回 51回

文化芸術グループへの新規加入者数
基準値 中間目標 最終年

2024年度
令和6年2019年度

令和元年度
2025年度
令和７年度

2030年度
令和１２年度

0人 20人 30人 36人
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【重点施策１】

【重点施策１】

新たな活動場所を得ることのできた文化芸術グループ数
基準値 中間目標 最終年

2024年度
令和6年2019年度

令和元年度
2025年度
令和７年度

2030年度
令和１２年度

0回 5件 8件 6件

【重点施策２】
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（４）課題と施策について
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《現状・市⺠意向から⾒た課題》
１ 参加型の文化芸術活動へ
２ 「⾏ってみたい」と思える歴史・文化芸術施設の魅⼒向上
３ 文化協会などの既存団体への参加者減少への対応
４ 伝統芸能・有形文化財の次世代への継承・教育現場における文化芸術の取組み
５ 文化芸術に触れる機会増加
６ だれでも文化芸術を享受できること
７ 職業芸術家の活躍機会確保と地元住⺠との交流拡大
８ 施設の運用や活用のマネジメントの向上

《文化芸術を取巻く社会潮流から⾒た課題》
９ 我が国をめぐる社会的動向への対応課題

9-1 多様な⼈々の交流やコミュニティづくりへの着目
9-2 伝統文化をはじめとした文化芸術の担い手確保・学校教育における機会確保
9-3 少子・超高齢社会における豊かな生活環境づくり
9-4 文化芸術施設、文化財の防災性確保
9-5 多様な⼈々が文化芸術活動に触れることができる社会づくり
9-6 効果的・効率的なデジタル技術の活用
9-7 地域の資源を活かした文化芸術における取組の支援

10 ウィズ・コロナ／ポスト・コロナでの文化芸術活動における課題
10-1 感染防止対策
10-2 社会にとっての文化芸術の重要性の認識
10-3 ⼈とのつながり、対⾯活動の重要性の認識
10-4 リモートによる新たな表現や情報発信

《本市の地域特性から⾒た課題》
11 中心市街地に集中する拠点文化芸術施設のネットワーク
12 市内各所に分散⽴地する芸術施設のアクセス改善
13 「日本デンマーク」時代の遺産の活用をはじめ、歴史的資産の有

効活用

◆課題（冊子Ｐ.３９）
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◆施策（冊子Ｐ.３９）

１ 文化芸術活動が活性化するための人づくり（ヒューマン施策）
⑴会の運営能⼒（アートマネジメント）の向上
⑵他分野・他団体との交流
⑶発表場所・活動場所などの拡大
⑷アウトリーチ（出張活動など）の推進

２ 誰でも文化・芸術活動に参加し、継続していけるための仕組みづくり（ソフト施策）
⑴会の運営能⼒（アートマネジメント）を向上させる仕組みづくり
⑵ 情報発信・受信のあり方の整備
⑶鑑賞後、感動を次につなげる工夫
⑷発表機会（イベント）や活動場所確保のための誘導
⑸ 専門家（学芸員）からの指導
⑹ ⻑期的視野に⽴った文化芸術振興専門家の育成の調査研究
⑺学校と地域の協働による活動機会の確保
⑻多分野・多団体との交流・協⼒促進
⑼文化芸術に触れる機会の増加・拡大の検討
⑽ 文化芸術分野の調査研究の進展
⑾ 効果的な事業運営のあり方の調査研究
⑿ 感染症と共存した文化芸術のあり方の提示

３ 文化・芸術活動を⻑期的に⽀える環境づくり（ハード施策）
⑴発表場所・練習場所の確保
⑵ 乗り合わせなどによる移動手段の確保
⑶ 市⺠協働による歴史博物館のリニューアルの調査研究
⑷ 未来の文化芸術活動を担保する十分な収蔵施設の調査研究
⑸ 史跡整備による歴史まちづくりの実施
⑹ 市⺠協働による歴史的建造物などの保存・活用・整備の調査研究
⑺ ⻑期的に市⺠に支持される施設のあり方の調査研究
⑻文化芸術活動における感染症対策の実施
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